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企業への就労を目指すために
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「会社には自分の車で通勤したいです」。ある高等部生徒のつぶやきです。将来の

希望にあふれる生徒の声がたくさん聞けることは、社会参加に向けて良い力を積み

上げている証拠です。一方、「ウチの子は企業就労させたいです」「いい企業はあり

ませんか？」。これは懇談等でよく聞かれる保護者の願いです。親として子どもの自

立を考えたとき、これも当然の願いです。

ところで企業就労を実現するためには、何が一番大切なことでしょうか。働く知

識や技術が何よりも大事でしょうか。それとも報告・連絡がきちんとできることで

しょうか。

ある企業主が、生徒採用の動機として「仕事はできないが、ウチで働きたいとい

う強い気持ちを感じた。これからウチで働く力をつけてやる」とお話してくれたこ

とがあります。企業就労を実現するには、企業に人材としての「可能性」を感じさ

せることがとても大切なのです。職場実習は、こうした可能性を感じさせてこそ「就

職活動」の意味があります。

一般雇用・障がい者雇用の区別なく、「企業で働く」とは、「企業に対して責任を

果たす」ことでもあります。このため学校だけでは教えられないことがたくさんあ

ります。

日頃社会で責任と向き合う保護者の皆様は、こうした意味では企業で働く手本で

す。働くことの「良さ」「厳しさ」「大切さ」を含め、お子様に「働くこと」にかか

わる様々な話を聞かせてください。そして、より良く「働き続ける」ことができる

ような準備を、学校と話し合い、協力しながら進めていただきたいと思います。

企業で働く卒業生

高等部１、２年生は、３学期に来年度の職場実習先を検討する個人面談があります。

個人面談では、お子様ご本人も同席していただき、「働くこと」についての確認をし、

お子様のご希望をふまえての実習先を決めていきたいと考えています。


